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令 和 ８ 年 度 事 業 計 画 

１.公益目的事業 

 公 1.【事業内容】 

神奈川県内の中小企業青年従業者の海外視察派遣及び研修会、講演会等を神奈川 

   県と共同開催し、地元産業の振興・活性化を図る事業。 

 

    【目的】 

    神奈川県内の中小企業に働く青年従業者の海外視察派遣を通して、国際的視野の 

拡大等、人材育成に寄与し、また、神奈川県内の産業従事者に対する講演会、研修 

会等を開催することを通して企業や産業界の活性化と地域経済の促進、県民生活の 

向上に寄与することを目的とする。 

 

Ａ. 神奈川県商業従業者海外派遣（一般公募、加入団体の推薦応募） 

（関係先：神奈川県産業労働局中小企業部） 

本年度は、第２９回の派遣を以下の内容で実施する。 

（ａ）対象者と選抜方法  

県内の中小企業(商業)に１年以上従事する青年従業者から一般公募ならびに県内

各推薦団体（商店街連合会、商工会連合会等）の推薦を受けた応募者を、県産業労働

局と財団を中心に組織された選考委員会で論文及び面接審査により選抜する。 

（ｂ）派遣方法 

  ・人 員 ：８名以内（除く団長・副団長各１名及びサポートスタッフ） 

  ・派遣先 ：ヨーロッパの主要商業先進国（２カ国程度） 

   ・日 程 ：８日間（派遣時期：令和８年１１月中旬予定） 

  ・費 用 ：財団と事業主が負担する。  

  

 Ｂ. 産業人材育成フォーラム(一般公募) 

   (関係先：神奈川県産業労働局労働部) 

神奈川県内の産業従事者に対する講演会、研修会等を神奈川県と共催開催するもの

である。フォーラムのテーマは、その都度タイムリーでかつ多くの産業従事者が関心

を持つ内容の時事を選定する。現在、県人材育成支援センターにてフォーラムの基本

企画を検討中である。 

また、障害者雇用の促進に向けたフォーラムも同様に別途開催しており、有観客開

催のほか同時配信する予定で、同局雇用労政課が内容を検討中である。 

 

 公２.【事業内容】 

  神奈川県内の産業・文化・芸術・生活等に関する調査、情報の発信としての季刊   

誌発行事業。 
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【目 的】 

神奈川県内の産業・文化・芸術・生活一般等幅広い分野における調査・研究とそ

れに関する情報発信を通して、県民の文化・芸術の振興、知識の増進と普及、豊かな

人間性を涵養することを目的とする。 

 

Ａ．季刊誌「マイウェイ」の発行 

季刊誌「マイウェイ」を３月・６月・９月・１２月の４回発行とする。 

 これまで同様、県内の産業・文化・芸術・生活面から、県民に関心の高い話題性の

あるテーマを選び、紹介する予定である。 

     

公３．【事業内容】 

神奈川県内の産業・文化・芸術・芸能・生活等に関する講演会、演奏会、公演等を

自主または共同開催する事業。 

 

【目 的】 

神奈川県内の産業・文化・芸術・芸能・生活等に関する講演会、朗読会、音楽会、

公演等の開催を行い、県民に対する文化・芸術の振興、知識の増進と普及、豊かな人

間性を涵養することを目的とする。 

 

Ａ．ファミリークラシックコンサート 

  (関係先：(公財)神奈川フィルハーモニー管弦楽団) 

  (公財) 神奈川フィルハーモニー管弦楽団との共催事業として例年通り開催する。 

  本コンサートは、主な対象を１２歳以上の子どもと大人の家族層とし親しみやす

いクラシックを基本内容として、音楽芸術の振興と子どもの健全な育成に寄与し、

親子や家族が豊かな人間性を涵養することを目的とする。  

 

Ｂ. かながわ民俗芸能公演 

 (関係先：神奈川県民俗芸能保存協会、神奈川県) 

  神奈川県民俗芸能保存協会並びに神奈川県との共催事業として、これまでに６２団

体に参加いただいた。 

 本事業は神奈川県内の無形民俗文化財や県内の各地で継承されている多くの民俗

芸能を幅広く県民に紹介し、郷土芸能に対する理解を広め、地域文化・芸能の振興と

継承に寄与することを目的としている。 

１２月に開催する本年度の演目は、現在、神奈川県民俗芸能保存協会において、地

域性、実演性等を考慮しつつ検討中であり、同協会理事会で出演団体を決定する方針

である。 
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Ｃ. はまぎん財団「ふれあいコンサート」 

  音楽を身近に感じ、心豊かな人間性と生活力を涵養していくために、クラシック音 

楽を主とするコンサートを開催し、併せて演奏機会を求めるプロの演奏家へ演奏機会

を提供することにより、音楽芸術の振興を目的としている。 

  また、クラシックコンサートは、未就学児・乳幼児の入場制限をしているコンサー

トが多いが、本事業は事業開始の目的から開始当初よりあえて応募制限をしていない。 

本年度は、計４回のコンサートをヴィアマーレで開催とし、提供する音楽の質の

向上を図り、多くのお客様にご来館いただけるよう運営していく。 

 

公４．【事業内容】 

神奈川県内の産業・文化・芸術・芸能の普及・振興と向上に寄与することを目的と

する事業及び心身障害児者の活動を支援、助成する事業。 

 

 【目的】 

神奈川県における産業・文化・芸術の普及振興を図り、文化の向上に寄与するこ

とを目的とする事業並びに心身障害児者の活動を支援する事を目的とする事業に対

し、共に助成を行うことを目的とする。 

 

Ａ．神奈川県美術展への助成 

  主催：神奈川県美術展委員会、神奈川県民ホール、神奈川県 

神奈川県における美術芸術の普及振興を図り、県民文化の向上と作家の育成に寄与 

することを目的に開催される公募美術展への「はまぎん財団賞及び副賞金」の提供助

成を例年通り実施する。 

 

Ｂ．ハマ展への助成 

主催：横浜美術協会、共催：横浜市 

横浜市民の美術芸術の普及振興と、文化の向上に寄与することを目的に開催される 

公募美術展への「はまぎん財団賞及び副賞金」の提供助成を例年通り実施 

する。 

 

Ｃ. 横浜市心身障害児者を守る会連盟への助成 

  心身障害児者のスポーツ活動を通して、心身の健康を促し、余暇の充実を図り市民 

の一員として社会参加を促進することを目的として実施される「横浜市ふれあいスポ

ーツ大会」での競技参加賞品の提供助成を例年通り実施する。 

 また、成人を迎える心身障害児者たちの社会人への成長を祝すとともに、社会人と 

しての自覚を促すことを目的に開催される「２０歳を祝うつどい」への記念品及び運

営経費の一部の提供助成を例年通り実施する。 
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Ｄ. 研究開発助成金事業 

県内の研究開発の事業化を目指す個人・法人に対して助成し、県内の地域経済社会

の活性化に貢献するため令和２年度に事業を開始した。第７回目となる本年度も例年

同様に実施する。 

（概要） 

・対象者  ：県内に拠点を置くまたは県内の研究開発プロジェクト等に参画して

いる個人及び法人 

・助成金額 ：大賞５００万円、優秀賞３００万円他。応募内容により数件採択予

定 

・対象事業①：【「研究開発型」部門】 

社会的課題の解決に寄与することを目的とした新技術、新サービス

等の研究開発の社会実装化事業 

  ・対象事業②：【「ベンチャービジネス型」部門】 

社会的課題の解決に寄与する新たな産業・ビジネスの成長を目指す

事業 

・選考方法 ：外部有識者による審査委員会を設置し、一次審査（書類選考）、二次

審査（プレゼンによる最終審査会）を行う 

 

Ｅ．奨学金事業 

神奈川県内の高校生が自らのあらゆる可能性を広げるために海外で学ぶことを支 

援し、世界の経済や SDGs の潮流を学びグローバルな思考力を身につけた人材を育

成するとともに、帰国後に神奈川県の経済発展及び SDGs の意識醸成に貢献しても

らうことを目的とする。 

  （概要） 

・対象者   ：令和８年４月時点で神奈川県内在住または神奈川県内の高校等に在

籍する生徒（他条件有）  

・対象留学  ：外国における正規の後期中等教育機関への概ね 1年間の留学 

・助成人数  ：２名程度 

・助成金額  ：上限３００万円/一人 

・選考方法  ：一次審査 書類審査 

            二次審査 審査委員（外部有識者）による面接審査会を行う。 

   

２.収益事業等 

収１.【事業内容】 

『はまぎんホールヴィアマーレ』の管理運営事務代行事業。 

 

  【目的】 

 横浜銀行が地域貢献の一環から同行所有の多目的ホール『はまぎんホールヴィアマ
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ーレ』を広く地域の方に安価有料開放するにあたり、その管理運営事務代行業務を行

い、本受託事業により得た収益を公益事業実施財源の一部となるよう公益目的事業会

計へみなし寄附し、公益事業へ寄与することを目的としている。 

    

               【令和８年度計画】 

営業日数                ２８６日 

使用日数(一般)             ９７日 

使用日数(行内・自主)         ４３日 

稼働率                ４９．０％ 

     

以上 

 

 


